
1 ■

師の故渡辺美智雄氏（右）と山崎拓氏（左）
（昭和60年10月）

初めての政経セミナーでバンザイの音頭をとる
故渡辺美智雄氏、中央は柳田桃太郎元参院議員

（昭和60年5月11日）

田中角栄元首相邸を訪れ、政治家への道を
決めた（昭和57年5月24日）

「奇跡」の初当選を果たし、支援者と共に喜び合う自
見さんと禮子夫人（昭和58年12月）読売新聞社提供



2 ■

ライシャワー元駐日大使（ハーバード大学教授）とハ
ル夫人とボストンの教授宅にて

（1981年6月12日）

中曽根総理とヒソヒソ話（昭和60年5月）防災の日の総合防災訓練で鈴木都知事と話す
自見・国土政務次官（平成元年9月1日）

ノーベル賞の小柴・田中両氏と歓談（平成14年11月11日）

アメリカ合衆国ハーバード大学 
公衆衛生学部 疫学教室 主任研究員(1980年)



3 ■

文明評論家のアルビン・トフラー夫妻と語る自見通産政
務次官、右は佐治敬三・大阪商工会議所会頭

（平成3年10月21日）

トロントサミットに同行国会議員団員として出席、
レーガン米大統領と握手（昭和60年6月）

モンデール駐日米大使と話し込む
（平成6年5月18日）

国際経験豊かな自見さん
　　議員外交にも力を注ぐ



4 ■

サウジアラビアを訪れ、アブドゥラー皇太子
殿下と会見（平成13年8月）

中国を訪問、江沢民主席と会見（平成9年4月30日）

特派大使でボリビア・ラパスへ
政府の特派大使として南米・ボリビアを訪れ
サンチェス・デ・ロサダ新大統領と私邸で会談

（平成14年8月6日）

南西アジア視察でシン・インド首相と会談
（平成2年5月）

エチオピアを訪れ、セイヨム外務大臣（右から2
人目）と会談（平成14年9月3日）



5 ■

第2次橋本内閣で郵政大臣に就任（平成9年9月11日）

北九州市で開かれた近未来研究会（山崎氏）の旗上げ北九州大会（平成11年5月8日）

環境政策、科学技術・IＴ振興で
　　明日の日本をリードし続ける！！



6 ■

環境開発サミットのNGOのパビリオンでメン
バーたちに囲まれて。右は派遣議員団長の海部
俊樹・元首相

（平成14年8月、南ア・ヨハネスブルグで）

平成8年の総選挙で応援演説する
橋本龍太郎総理（JR小倉駅前で）

自民党総裁選で小倉北区に遊説した小泉純一郎氏の
応援演説をおこなう（平成13年4月19日）

平成14年10月の臨時国会で、予算委筆頭理事に就
任。自民党を代表して質問に立つ

（平成14年10月24日）▼



7 ■

17年度の開港を目指して工事が進む新北九州空港
予定地を視察（平成14年11月22日）

東九州自動車の小倉JCT〜苅田ICの起
工式で、末吉北九州市長と一緒にくわ入れ

（平成13年10月20日）

地裁小倉の昇格を
福岡地裁小倉支部の地裁昇格は地元の悲願だ。
森山真弓法相に陳情書を手渡す自見代議士

（平成14年6月6日、法務省で）

若松区の学研都市であった高度情報通信の研究
施設「北九州 IT 研究開発支援センター」の開所
式に出席（平成14年4月22日）

小倉っ子の自見さん、小倉祇園太鼓に血が騒ぐ
（小倉祇園祭り　平成14年7月21日）

▲

北九州の活性化に尽くす



8 ■

衆議院議員選挙で連続
七回目の当選
（平成 15 年 11 月）

環境開発サミット・ジャパンデーの
フォーラムでパネリストとして発言（平成14年）

第一五九回通常国会において、衆院武力 攻撃事態対処特別委員会の委員長として
「有事関連法案」を審議、通過させる
（平成16年5月）

同心成就＜自見直筆＞



9 ■

首相指名直後に勢ぞろいした
連立政権の首脳。首相官邸応
接室で左端に自見庄三郎

（当時：国民新党幹事長）
（平成21年9月）

東京・巣鴨の商店街で開いた
４野党合同演説会で白衣スタ
イルで演説。右は鳩山由紀夫
前総理（当時：民主党幹事長）

（平成20年4月）

第二十一回参議院通常選挙で、国民新党の
公認を受け当選。一年十ヶ月ぶりに国政復帰
をはたす。参議院に初登院し、職員にバッジ
をつけてもらう。
（平成 19 年 7 月）

第四十四回衆議院議員選挙で苦杯。八選ならず。
（平成17年9月）



10 ■

金融・郵政改革担当大臣として中国公式訪問
北京　中南海にて

（平成22年8月）

菅内閣にて、金融・郵政改革担当大臣に就任
宮中での認証式を終え首相官邸応接室で菅総
理と撮影

（平成22年8月）

金融・郵政改革担当大臣として米国公式訪問　
FRBバーナンキ議長とワシントンDCにて

（平成22年8月）

第二次菅改造内閣で金融・郵政改革担当大臣として
留任、首相官邸内で撮影（平成22年9月）


